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 まず、第一章にて Zr 合金の開発経緯や組織、強度の特徴をまとめ、目的を導出した。第二章では実験手法を
まとめた。 
 第三章では、中性子吸収断面積が比較的小さくまた実用鋼に適用されている元素であるNb, Sn, CrおよびMo 





















 このように本研究では、既存の Zr 合金の性能を凌ぐ新しい Zr-Nb-Mo 合金を開発し、製造方法の最適化を行
った。そして当該合金の組織の特徴を整理し、組織形成に及ぼすMo の影響を定性的、定量的に明らかにした。
これらは原子力発電の最重要機器である原子燃料の一層の安全性向上に資するものであり、量子エネルギー工学
の発展に寄与する論文である。 
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